
更新日 (令和4年)

○○県

A201600638 2017年1月13日 (平成29年) 石油ストーブ（半密閉式） HR-681D

当該製品を使用中、建物を全焼する火災が発生した。当該製品は、燃焼ポット内の未
燃灯油が異常燃焼して出火したものと推定されるが、焼損が著しく、燃焼ポット内に未
燃灯油が生じた原因が不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

2017年2月3日 (平成29年) 火災 北海道

A201600726 2017年1月31日 (平成29年) 電気ストーブ EH-103

当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し、１名が死亡した。調査の結果、○当該
製品の焼損は著しく、転倒時オフスイッチ、温度ヒューズ等が焼失しており、確認でき
なかった。○当該製品の操作スイッチは焼失しており、事故発生時に使用されていた
か確認できなかった。○ヒーター線、電源コード等のその他の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。○当該製品の周辺にはベッド、タオル等の可燃物が置かれて
いた。●当該製品の残存する電気部品に出火した痕跡は認められなかったが、焼損
が著しく、確認できない部品があったことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

2017年3月3日 (平成29年)
火災：死亡
1名：CO中

毒
長崎県

A201700021 2017年3月30日 (平成29年) 石油ストーブ（半密閉式） HR-650E

当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し、1名が軽傷を負っ
た。当該製品に異常燃焼の痕跡は認められないものの、焼損が著しく、電磁ポンプ、
制御基板等の部品が確認できないことから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

2017年4月14日 (平成29年)
火災：軽傷

1名
北海道

A201700558 2017年11月24日 (平成29年) 石油ストーブ（半密閉式） HR-FX65
建物を全焼する火災が発生し、1名が死亡した。現場に当該製品があった。当該製品
の焼損は著しく、事故発生時の詳細な状況等が不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

2017年12月12日 (平成29年)
火災：死亡

1名
北海道

A201700557 2017年11月28日 (平成29年) 石油ストーブ（開放式） RL-25F

当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼損する火災が発生した。当該製品は、置
台が容易に外れる構造であり、使用者が当該製品を移動した際に置台が外れたこと
に気付かず、毛足の長いじゅうたんの上で点火してその場を離れたため、固定タンク
下面が閉塞されて異常燃焼を生じ、じゅうたんが焼損したものと推定される。なお、取
扱説明書には、「置台を外した状態で使用しない。」旨、記載されているが、置台を外
して使用した際の危険性については記載されていなかった。

2017年12月12日 (平成29年) 火災 大阪府

A201700680 2017年12月13日 (平成29年) 石油ストーブ（開放式） RS-S24C
当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し、1名が軽傷を負っ
た。当該製品の焼損は著しく、事故発生時の状況等が不明のため、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

2018年1月26日 (平成30年)
火災：軽傷

1名
北海道

A201700681 2017年12月25日 (平成29年) 石油ストーブ（開放式） RCA-86A

当該製品を使用中、建物を全焼する火災が発生した。当該製品は、しんからしんホル
ダーが外れており、しんの上下機構が正常に行われていなかったことで異常燃焼した
可能性も考えられるが、焼損が著しく、詳細な使用状況も不明であることから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

2018年1月26日 (平成30年) 火災 広島県

■重大製品事故一覧
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